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地均計算システム 
ほ場整備事業の現況画地の構築・計画画地の構築・ 

縦断データ作成・法補正データを各構築し、 

標高・土量の計算を行って整地の設計計算書を作成します。 

 

  
 

 

 

  

運土計画計算 

法補正データ登録 

２次標高計算 

３次標高計算 

逆田修正 

縦断図作成 

計算書作成 

計画画地のＳＩＭＡ・ＤＸＦデータに結合 

条件テーブル作成 

現況画地の構築 

計算面作成（地均計算面） 

縦断データ作成 

計画画地の構築 

測点登録（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ点） 

現況を分割して一次標高計算 

Ｃ点関連付修正 

Ｃ点自動関連付 

横断図 
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ベクトル変換、または下記のコマンドで現況を作成します。ＳＩＭＡ・ＤＸＦファイルの入出力可能です。 

頂点追加／頂点移動／頂点削除／区画削除／分割／合成／合成（接合点調整）／地番・地盤高／入力もれチェック／ 

二重線チェック／一覧表／自動地番点名 

 

 

 

 

現況と同じコマンドで計画面を作成します。 

 

 

 

 

 

■計算面作成 

計画区画の田（レイヤ：２１）に対して、隣接する道路又は水路の計画区画がある場合、計画区画の田からそれに隣接する

道路又は水路のセンターまで拡張した画地（地均計算面）を作成し、同時にセンターに縦断計画データを作成します。 

※センターまで拡張できない場合がありますが、その場合は編集で修正してください。

計画区画（道路） 

計画区画（田） 

レイヤ：２１ 

＜計算面作成前＞ 

地均計算面 

レイヤ：３１ 

縦断計画データ（道路） 

レイヤ：１１ 

＜計算面作成後＞ 
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■測点入力 

 

頂点名 表示方法 対象データ 

Ａ点 赤い○ 地均面の田（地区外） 

Ｂ点 青い○ 地均面の田（地区内） 

Ｃ点 黄色い□ 縦断計画 

Ｅ点 緑の□ 縦断計画 

折点 黒い○ 地均面の田 

 

 

 

地均計算面にまたがる部分の現況図が、地均計算面に沿って分割されます。分割後の現況図は分割前の現況図とは別の

レイヤで作成されます。 

※分割後の画地の地番は、連番で枝番が後に追加されます。 

 

 

 

■一次標高計算 

地均計算面の田の高さを計算します。 

地均計算面の高さは、その地均計算面に含まれる分割後の現況の高さを平均して割り出します。 
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地均計算面 

地番１ 

地均計算面 

地番２ 

 

■逆田修正 

 

 

■二次標高計算 

 

 

 

 

 

 

■三次標高計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        田             地区外幅 

                                  

                                           地区外ステップ（地区外幅＝０の時のみ） 

地均計算面 

地番１ 

地均計算面 

地番２ 

法と畦畔を計算 

地均計算面 

地番１ 

地均計算面 

地番２ 

道路または水路を計算 

地均計算面 

地番１ 

地均計算面 

地番２ 

地区界 
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■縦断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■横断図 

       
 

 

 

 

 

■運土計画 



-6- 

 

 

■地番面積計画高一覧表 

 

 

■地均計算表 

 

 

■法補正・畦畔・法面積計算書 
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■道水路必要土量・道水路用面積計算書 

 

 

■法補正土量・畦畔土量・道水路必要土量・用地面積集計表 
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